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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第86期

第３四半期連結
累計期間

第87期
第３四半期連結

累計期間
第86期

会計期間
2018年４月１日
2018年12月31日

2019年４月１日
2019年12月31日

2018年４月１日
2019年３月31日

売上高 （千円） 1,931,646 1,876,928 2,474,713

経常利益 （千円） 58,517 99,591 51,314

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 87,700 63,390 115,000

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 108,379 201,381 212,489

純資産額 （千円） 2,604,901 2,893,925 2,709,012

総資産額 （千円） 3,688,791 4,077,521 3,832,970

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 42.66 30.84 55.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 68.5 69.0 68.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 182,494 72,397 246,241

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 16,209 △56,038 48,204

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △64,415 △32,480 △104,624

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 567,306 606,717 622,838

 

回次
第86期

第３四半期連結
会計期間

第87期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
2018年10月１日
2018年12月31日

2019年10月１日
2019年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 25.01 5.76

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。
 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　①財政状態

（総資産）

当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末と比較して244百万円増加し4,077百万円となりまし

た。主な要因は、商品及び製品が32百万円減少した一方で、投資有価証券が194百万円、受取手形及び売掛金

(純額)が87百万円増加したことによるものであります。

（負債）

負債総額につきましては、前連結会計年度末と比較して59百万円増加し1,183百万円となりました。主な要

因は、賞与引当金が39百万円減少した一方で、繰延税金負債が63百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産総額につきましては、前連結会計年度末と比較して184百万円増加し2,893百万円となりました。主な

要因は、その他有価証券評価差額金が133百万円及び利益剰余金が47百万円増加したことによるものでありま

す。

 

　②経営成績

　当社グループの2020年３月期第３四半期の売上高につきましては、前年同四半期と比較して売上が各部門とも減

少したため昨年実績を下回り、売上高1,876百万円（前年同期比2.8％減）となりました。

　利益面につきましては、人員減に伴う労務費減少や稼働率・製造歩留りの向上及びさらなる経費削減に取り組ん

だ結果、営業利益72百万円（前年同期比96.5％増）、経常利益99百万円（前年同期比70.2％増）とそれぞれ増加し

ましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益は63百万円（前年同期比27.7％減）と減少しました。但し、前年同

四半期には不動産の売却を行い特別利益として固定資産売却益75百万円を計上しましたので、それを除けば順調に

推移しております。

 

　③キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ16百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末には606百万円となりました。

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、72百万円（前年同四半期は182百万円の資金増加）となりました。これは

主に売上債権の増加87百万円、賞与引当金の減少39百万円及び法人税等の支払額26百万円があった一方で、税

金等調整前四半期純利益が99百万円、減価償却費が41百万円及びたな卸資産の減少31百万円によるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、56百万円（前年同四半期は16百万円の資金増加）となりました。これは主

に定期預金の払い戻しによる収入191百万円があった一方で、定期預金の預け入れによる支出216百万円及び有

形固定資産の取得による支出29百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、32百万円（前年同四半期は64百万円の資金減少）となりました。これは主

に新規の長期借入金による収入100百万円があった一方で、長期借入金の返済による支出116百万円及び配当金

の支払による支出15百万円によるものであります。
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(2）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,142,000 2,142,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数　100株

計 2,142,000 2,142,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 2,142,000 － 107,100 － 582

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 86,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,051,300 20,513 －

単元未満株式 普通株式 4,500 － －

発行済株式総数  2,142,000 － －

総株主の議決権  － 20,513 －

（注）　単元未満株式数には、当社所有の自己株式が 株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2019年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

不二硝子株式会社
東京都墨田区文花二丁目

15番９号
86,200 － 86,200 4.02

計 ― 86,200 － 86,200 4.02

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、監査法人元和による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 583,661 581,056

受取手形及び売掛金（純額） ※２ 597,759 ※２,※３ 685,322

有価証券 234,758 246,019

商品及び製品 317,768 284,985

仕掛品 3,393 475

原材料及び貯蔵品 48,422 52,153

未収入金 30,581 30,481

その他 4,256 7,954

流動資産合計 1,820,602 1,888,449

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 344,611 332,429

機械装置及び運搬具（純額） 90,756 90,201

土地 442,518 442,518

建設仮勘定 11,304 7,372

その他（純額） 4,250 5,996

有形固定資産合計 893,441 878,517

無形固定資産 2,503 2,258

投資その他の資産   

投資有価証券 1,070,100 1,264,607

繰延税金資産 12,154 8,857

その他 41,785 42,137

貸倒引当金 △7,617 △7,307

投資その他の資産合計 1,116,422 1,308,295

固定資産合計 2,012,367 2,189,071

資産合計 3,832,970 4,077,521
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 131,516 141,208

1年内返済予定の長期借入金 135,400 128,600

未払法人税等 14,472 12,300

未払事業所税 7,259 5,512

賞与引当金 59,780 20,129

その他 106,278 138,254

流動負債合計 454,706 446,004

固定負債   

長期借入金 106,800 97,400

繰延税金負債 258,583 322,268

役員退職慰労引当金 166,270 173,699

退職給付に係る負債 108,781 115,394

資産除去債務 28,816 28,828

固定負債合計 669,251 737,590

負債合計 1,123,958 1,183,595

純資産の部   

株主資本   

資本金 107,100 107,100

資本剰余金 582 582

利益剰余金 1,903,399 1,951,372

自己株式 △33,848 △33,848

株主資本合計 1,977,233 2,025,206

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 652,471 786,324

その他の包括利益累計額合計 652,471 786,324

非支配株主持分 79,307 82,394

純資産合計 2,709,012 2,893,925

負債純資産合計 3,832,970 4,077,521
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 1,931,646 1,876,928

売上原価 1,571,217 1,471,884

売上総利益 360,428 405,044

販売費及び一般管理費 323,760 333,006

営業利益 36,667 72,037

営業外収益   

受取利息 25 65

受取配当金 17,600 18,100

受取賃貸料 6,175 6,277

その他 3,879 8,008

営業外収益合計 27,681 32,451

営業外費用   

支払利息 2,165 1,493

賃貸費用 3,665 3,405

営業外費用合計 5,831 4,898

経常利益 58,517 99,591

特別利益   

固定資産売却益 75,936 －

特別利益合計 75,936 －

税金等調整前四半期純利益 134,454 99,591

法人税、住民税及び事業税 9,942 24,390

法人税等調整額 34,151 7,672

法人税等合計 44,094 32,063

四半期純利益 90,359 67,527

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,659 4,137

親会社株主に帰属する四半期純利益 87,700 63,390
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益 90,359 67,527

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 18,019 133,853

その他の包括利益合計 18,019 133,853

四半期包括利益 108,379 201,381

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 105,719 197,244

非支配株主に係る四半期包括利益 2,659 4,137
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 134,454 99,591

減価償却費 46,106 41,948

賞与引当金の増減額（△は減少） △40,053 △39,651

貸倒引当金の増減額（△は減少） 30 △216

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,045 7,429

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,321 6,613

受取利息及び受取配当金 △17,626 △18,165

支払利息 2,165 1,493

有形固定資産売却損益（△は益） △75,936 －

売上債権の増減額（△は増加） △24,460 △87,656

たな卸資産の増減額（△は増加） 161,623 31,970

未収入金の増減額（△は増加） 20,943 99

仕入債務の増減額（△は減少） △30,219 9,691

未払金の増減額（△は減少） △698 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 11,186 17,184

その他 1,012 9,204

小計 192,250 79,537

利息及び配当金の受取額 17,622 18,158

利息の支払額 △2,133 △1,479

法人税等の支払額 △25,245 △26,562

法人税等の還付額 － 2,743

営業活動によるキャッシュ・フロー 182,494 72,397

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △215,081 △216,603

定期預金の払戻による収入 174,571 191,827

有形固定資産の取得による支出 △17,976 △29,564

有形固定資産の売却による収入 76,936 －

無形固定資産の取得による支出 △1,258 －

投資有価証券の取得による支出 △1,284 △1,345

その他 303 △351

投資活動によるキャッシュ・フロー 16,209 △56,038

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 90,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △138,000 △116,200

配当金の支払額 △15,365 △15,230

非支配株主への配当金の支払額 △1,050 △1,050

財務活動によるキャッシュ・フロー △64,415 △32,480

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 134,288 △16,120

現金及び現金同等物の期首残高 433,017 622,838

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 567,306 ※ 606,717
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 127,397千円 133,970千円

 

※２　資産の額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形及び売掛金（純額） 756千円 850千円

 

※３　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形 －千円 35,000千円

裏書譲渡手形 13,405 2,678

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

　現金及び預金勘定 626,640千円 581,056千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △188,080 △220,358

　有価証券勘定 128,746 246,019

　現金及び現金同等物 567,306 606,717

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

１．配当支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

定時株主総会
普通株式 15,418 7.50 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．配当支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 15,418 7.50 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自2019

年４月１日　至2019年12月31日）

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（2019年12月31日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

 

 

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（2019年12月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がある

ものの企業集団の事業の運営において重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（2019年12月31日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 42円66銭 30円84銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 87,700 63,390

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
87,700 63,390

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,055 2,055

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 2020年２月７日

 

不　二　硝　子　株　式　会　社
 

取　　締　　役　　会　　御中  

 

 監査法人　元　和  

 

 
指 定 社 員

 
業 務 執 行 社 員

 公 認 会 計 士　　加　　藤　　　由　　久　㊞

 

 
指 定 社 員

 
業 務 執 行 社 員

 公 認 会 計 士　　中　　川　　　俊　　介　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る不二硝子株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間（2019年10月１日から2019年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019
年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、不二硝子株式会社及び連結子会社
の2019年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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